
第3017回例会(第33回) 5月9日(木) 点鐘 11:30

職業奉仕委員会担当 優良企業視察移動例会（株式会社橋本組様）

司会 副幹事 山竹 葉子 君

ロータリーソング斉唱 なし

ゲスト 株式会社 橋本組 CEO 橋本 真典（はしもと まさのり）様

会長 深沢 英雄 君

こんにちは。今日は、職業奉仕委員会による優良企業
訪問で、橋本組さんに来ております。
片岡委員長率いる職業奉仕委員会の皆さん、そして関

係委員会の皆さん、設営ありがとうございます。
先年亡くなられた橋本喜史先輩にはお世話になり、思

い出もありますがここでは割愛させていただきます。
橋本真典社長とは、焼津青年会議所からのお付き合い

です。特に1998年に自分が理事長をやった際には、委員
長として環境問題に取り組んでいただきました。
当時から社会貢献意識が高かったので、企業としての

社会奉仕にどう取り組んでおられるのか非常に興味があ
り、楽しみにしております。
さて、情報という言葉があります。日本において、中

世以前は、相手に自分のデータを教えるとその相手に支
配されるという感覚があったようです。そのため、本名
を名乗るということはあまりなかったと思われます。
「千と千尋の神隠し」という有名なアニメ映画があり

ますが、その中でも、主人公の一人が名前を取られて支
配されるということが描かれていました。
「情報」という言葉は、恐らく英語から訳されたと思

いますが、「intelligence」と「information」からだ
と思います。「intelligence」は戦略的な意味があると
思いますので、一般的には「information」で良いかと
思います。
個人的な意見ですが、これは「in」と「formation」

に分けて考えられ、それは「何らかのデータ」をinする
ことで、こちらのformationを変えるのがinformationで
あると思います。 ただ、聞いただけで何も変わらない
のでは、先ほど述べたように、相手を支配したいという
無意識の欲求の現れだと思います。
今日、橋本社長から有意義な話を伺って、それを自分

たちの行動の変化につなげることで、本来の
「information」になり、片岡委員長の職業奉仕の思い
へつながることになると思います。今日は楽しみにして
おりました。以上、会長挨拶でした。ありがとうござい
ました。

移動例会挨拶
職業奉仕員会 委員長 片岡 征哉 君

こんにちは。私が本年度職業奉仕委員長になった時にそ
のロータリアンとして、スキルアップを図ることが必要
だということを念頭に企画させていただいております。
今回、久しぶりに優良企業訪問いうことで選ばさせてい
ただく時に、先輩であり、焼津をリードする奉仕の心を
持ったは橋本社長様にご依頼し、快く引き受けて頂きま
した。今日はぜひ、橋本真典社長様のお話をお伺いして、
スキルアップに役立ててたいただければと思いますので、
どうぞよろしくお願いします。



卓話者：株式会社 橋本組 CEO 橋本真典 様

演題
「橋本組の取り組む社会奉仕活動」

本日は、ＪＣ時代から地元貢献等で活躍され、現在は焼津
商工会議所副会頭でもある橋本真典社長様より橋本組様の
社会奉仕活動というテーマで、①橋本組グループの今 ②
東北復興支援 ③研修が社会貢献 ④はしもとの家 ⑤新
たな挑戦 と５つのテーマについて卓話をいただきました。
働い方改革の事、トリプル1000を目標に取り組んでいると
の事でした。
卓話終了後に、本社内をご案内いただきました。

見原 範彦 君（次年度クラブ協議会）
会員数 出席数 出席率

5月9日
M-UP

5月9日
確定
出席率

5月9日 60(59) 40名 67.78% 1名 76.27%


	スライド 1
	スライド 2

